
和
歌
の
四
要
素
論

『
古
今
集
』
両
序
の
歌
論
を
め
ぐ
っ
て
|
|

一
、
問
題
の
所
在

『
古
今
集
』
の
仮
名
・
真
名
両
序
の
冒
頭
部
分
は
、
歌
と
人
間
と
の

か
か
わ
り
か
ら
、
和
歌
の
本
質
を
説
く
も
の
で
、
日
本
独
自
の
歌
論
と

し
て
古
来
尊
重
さ
れ
て
き
た
。

①
や
ま
と
歌
は
、
人
の
心
を
種
と
し
て
、
万
の
言
の
葉
と
ぞ
成
れ

り
け
る
。
②
閣
制
叫
割
引
刈
1
割
1
剰
寸
剥
剖
制
倒
剖
利
刷
、
心

に
思
ふ
事
を
、
見
る
も
の
、
聞
く
も
の
に
付
け
て
、
言
ひ
出
せ
る

な
り
。
③
花
に
鳴
く
鷺
、
水
に
住
む
蛙
の
声
を
聞
け
ば
、
生
き
と

し
生
け
る
も
の
、
い
づ
れ
か
、
歌
を
詠
ま
ざ
り
け
釘
)
。

(
仮
名
序
)

(
1
)
夫
和
歌
者
。
託
二
其
根
於
心
地
一
。
発
二
其
華
於
調
林
一
者
也
。

(
2
)
人
之
在
レ
世
。
不
レ
能
一
一
無
為
一
。
思
慮
易
レ
選
。
哀
楽
相
変
。

感
生
二
於
志
一
。
詠
形
二
於
言
一
。
(
中
略
)

(

3

)

若
夫
春
鷺
之
鴫

尤

海

燕

花
中
}
。
秋
蝉
之
吟
二
樹
上
一
。
難
レ
無
一
一
曲
折
一
。
各
発
二
歌
謡
一
。

物

皆

有

レ

之

。

自

然

之

理

也

。

(

真

名

序

)

①
と

(
l
)
、
②
と

(
2
)
、
そ
し
て
③
と

(
3
)
は
そ
れ
ぞ
れ
仮
名

序
と
真
名
序
の
対
応
す
る
文
言
を
示
す
。
見
て
分
か
る
よ
う
に
、
①
と

(
1
)
は
和
歌
の
本
質
(
心
詞
論
)
、
②
と

(
2
)
は
和
歌
発
生
論
(
そ

の
生
成
の
具
体
的
過
程
)
、
③
と

(
3
)
は
和
歌
の
必
然
性
・
普
遍
性
、

と
い
う
ふ
う
に
、
和
歌
の
性
質
が
三
段
階
に
分
け
ら
れ
、
明
快
に
分
か

り
ゃ
す
く
説
明
さ
れ
て
い
る
。

周
知
の
よ
う
に
、
両
序
の
こ
の
部
分
は
『
毛
詩
』
大
序
や
『
毛
詩
正

義
』
序
な
ど
に
多
く
依
拠
し
て
い
る
。
列
挙
す
れ
ば
、
以
下
の
通
り
で

あ
る
。
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①
②

(
1
)
(
2
)
:
:
:
詩
者
、
志
之
所
レ
之
也
。
在
レ
心
為
レ
志
、

発
レ
言
為
レ
詩
。
情
動
二
於
中
一
而
形
二
於



言

一

。

(

『

毛

詩

』

大

序

)

②

(
2
)
:
:
:
心
感
レ
物
市
動
、
乃
呼
二
為
志
一
。
(
『
毛
詩
正
義
』
)

②

(
2
)
:
:
:
情
縁
レ
物
動
、
物
感
レ
情
選
。
(
『
毛
詩
正
義
』
序
)

③

(
3
)
:
:
:
若
夫
、
哀
楽
之
起
。
冥
ニ
於
自
然
一
。
喜
怒
之
端
、

非
レ
由
二
人
事
一
。
故
燕
雀
表
ニ
明
礁
之
感
一
。
鷲
鳳

有
二
歌
舞
之
容
一
。
(
『
毛
詩
正
義
』
序
)

真
名
序
は
特
に
『
毛
詩
』
大
序
を
形
式
か
ら
内
容
ま
で
ほ
と
ん
ど
全

面
的
に
吸
収
し
、
政
教
的
な
印
象
が
強
い
と
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
れ
に

対
し
て
、
同
じ
く
中
国
の
詩
論
を
下
敷
き
に
し
な
が
ら
も
、
仮
名
序
は

政
教
的
表
現
を
切
り
取
っ
た
り
、
そ
の
文
言
を
直
裁
に
日
本
語
に
訳
さ

ず
に
日
本
的
な
言
い
方
に
し
た
り
、
和
歌
特
有
の
私
的
野
情
を
論
じ
た

り
す
る
よ
う
に
、
政
教
的
匂
い
を
和
ら
げ
、
日
本
独
自
の
歌
論
の
展
開

を
見
せ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
和
歌
の
自
立
を
主
張
し
、
よ
り
和
歌

の
実
情
に
合
う
と
い
っ
た
理
由
で
、
仮
名
序
の
ほ
う
が
遥
か
に
重
視
さ

れ
、
日
本
の
歌
論
の
本
格
的
出
発
点
と
言
え
る
ほ
ど
の
権
威
性
を
保
持

(
2
)
 

し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
き
た
。

と
こ
ろ
で
、
心
調
論
の
原
点
と
さ
れ
る
①
の
「
や
ま
と
歌
は
、
人
の

心
を
種
と
し
て
、
万
の
言
の
葉
と
ぞ
成
れ
り
け
る
」
と
い
う
文
言
は
、
心

と
詞
の
調
和
、
あ
る
い
は
一
体
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て
歌
が
成

立
す
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
つ
ま
り
、
「
心
」
と
「
こ
と
ば
」
が
、

和
歌
を
成
り
立
た
せ
る
二
本
柱
と
し
て
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か

し
、
「
心
」
が
そ
の
ま
ま
「
こ
と
ば
」
に
は
な
れ
ず
、
必
ず
「
見
る
も
の
、

聞
く
も
の
に
付
け
て
」
か
ら
、
初
め
て
「
こ
と
ば
」
に
転
ず
る
も
の
で

あ
る
か
ら
、
近
年
の
歌
学
研
究
に
お
い
て
は
、
外
界
の
事
物
で
あ
る
「
も

(
3
)
 

の
」
を
加
え
、
「
和
歌
の
三
要
素
」
説
が
提
起
さ
れ
て
い
る
。

三
要
素
の
中
で
は
、
「
心
」
が
核
心
で
、
従
来
、
両
序
が
踏
ま
え
た
と

さ
れ
る
中
国
詩
論
と
区
別
し
て
、
「
心
」
の
独
自
性
・
自
然
性
が
説
か
れ

て
き
た
。
中
で
も
、
太
田
青
一
丘
氏
の
「
(
仮
名
序
は
)
心
の
側
に
力
点
を

お
い
て
樹
割
削
咽
以
制
な
立
場
を
示
し
て
ゐ
る
」
と
の
指
臨
)
と
、
梅
原

猛
氏
の
「
詩
経
大
序
は
、
詩
は
感
情
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
り
、
し
か
も
感

情
は
政
治
の
善
悪
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
と
い
う
周
捌
剰
刺
な
立
場
を

と
る
が
、
真
名
序
や
仮
名
序
は
心
が
自
然
に
動
く
の
で
あ
る
と
い
う
副

矧
以
謝
制
な
立
場
を
と
る
」
と
の
指
櫛
)
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
を
受

け
て
、
吉
川
栄
治
氏
は
さ
ら
に
、
真
名
序
や
中
国
の
詩
論
は
「
外
界
か

ら
の
心
へ
の
働
き
か
け
」
と
言
い
、
「
仮
名
序
で
は
州
謝
附
封
劇
制
な

「
心
」
が
ま
ず
存
在
し
、
そ
れ
が
言
語
化
へ
の
機
縁
と
し
て
外
物
が
着
服

さ
れ
る
の
で
あ
る
」
と
断
じ
、
両
氏
の
意
見
を
一
歩
発
展
さ
せ
た
考
え

=
b
}
 

を
一
不
し
だ
、
。
こ
れ
ら
の
論
は
「
心
」
の
働
き
を
積
極
的
に
評
価
し
、
こ

の
よ
う
な
「
心
」
こ
そ
和
歌
の
基
点
で
あ
る
と
主
張
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
仮
名
序
が
和
歌
の
実
情
を
反
映
し
、
日
本
独
自
の
歌
論
で
あ
る
こ

と
を
強
調
し
て
い
る
。

だ
が
、
諸
氏
の
言
う
と
こ
ろ
の
「
能
動
的
唯
心
的
」
「
自
然
心
論
的
」

「
内
発
的
先
験
的
」
な
ど
に
対
し
て
は
、
い
さ
さ
か
疑
問
な
し
と
し
な
い
。
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確
か
に
、
真
っ
先
に
「
心
」
が
置
か
れ
る
の
は
そ
の
重
要
性
を
強
調
す

る
ゆ
え
で
あ
ろ
う
し
、
『
古
今
集
』
の
歌
が
「
景
物
そ
れ
自
体
と
い
う
よ

(
7
)
 

り
そ
れ
に
向
か
う
み
ず
か
ら
の
意
識
の
あ
り
ょ
う
を
詠
」
う
の
も
事
実

で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
必
ず
し
も
内
発
性
や
能
動
性
に
繋
が
る
も

の
で
は
な
い
。
ま
た
、
こ
こ
に
言
う
「
心
」
は
「
人
の
心
」
、
つ
ま
り
、

物
に
触
れ
た
人
聞
の
素
朴
な
心
情
や
作
者
の
初
発
の
感
興
と
い
う
も
の

(8) 

で
あ
り
、
詠
出
さ
れ
た
歌
か
ら
読
み
取
ら
れ
る
主
題
・
内
容
(
「
歌
の
心
」
)

も
意
味
し
な
け
れ
ば
、
表
現
技
巧
に
よ
っ
て
造
形
さ
れ
た
心
象
風
景
(
表

現
論
)
も
、
歌
を
作
る
作
者
の
精
神
状
態
も
意
味
し
て
い
な
い
。
諸
氏

の
論
説
は
む
し
ろ
、
後
世
歌
学
に
お
け
る
「
心
」
や
『
古
今
集
』
の
表

現
論
に
お
け
る
「
心
」
の
意
味
合
い
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
こ
こ
の
「
心
」

を
見
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
本
稿
は
、
以
上
の
諸
説
に

反
論
す
べ
く
、
「
人
の
心
」
と
い
う
原
点
に
立
ち
返
り
、
そ
の
本
質
を
見

据
え
、
そ
れ
が
現
れ
る
前
の
も
う
一
つ
の
要
素
(
第
四
の
要
素
)
|
|

「
事
、
業
、
繁
き
も
の
」
(
様
々
な
自
然
の
風
景
や
人
事
)
を
浮
き
彫
り

に
し
た
い
。
ま
た
、
中
国
詩
論
や
真
名
序
に
お
け
る
「
志
」
の
意
味
を
、

表
現
史
を
追
っ
て
検
証
し
、
そ
の
「
心
感
レ
物
而
動
」
(
『
毛
詩
正
義
』
)
と

い
う
極
め
て
「
情
的
」
な
一
面
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
仮

名
序
に
見
ら
れ
る
第
四
の
要
素
と
の
接
点
を
見
出
す
こ
と
も
試
み
る
。
こ

の
作
業
を
通
し
て
、
従
来
の
心
詞
論
に
対
す
る
補
充
を
図
り
、
ま
た
両

序
の
位
相
差
を
捉
え
直
し
、
両
者
が
相
互
的
に
解
釈
し
、
敷
桁
す
る
と

い
う
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
関
係
を
解
明
し
た
い
。

両
序
成
立
の
先
後
関
係
に
つ
い
て
は
、
真
名
序
が
先
と
い
う
考
え
が

(9) 

す
で
に
定
着
し
て
い
る
た
め
、
解
読
の
順
序
と
し
て
は
ま
ず
真
名
序
か

ら
始
め
よ
う
と
思
う
。

二
、
「
志
」
の
意
味

仮
名
序
を
中
国
の
詩
論
や
真
名
序
か
ら
区
別
す
る
大
き
な
根
拠
は

「
志
」
と
「
心
」
と
の
対
立
に
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
両
序
の
下
敷
き

に
な
る
『
毛
詩
』
大
序
の
「
在
レ
心
為
レ
志
、
発
レ
言
為
レ
詩
」
の
「
志
」

に
つ
い
て
、
太
田
氏
は
「
「
心
」
「
思
ひ
」
な
ど
と
い
ふ
も
の
よ
り
も
、
遥

(m) 

か
に
意
志
的
、
道
義
的
で
あ
る
」
と
い
う
捉
え
方
を
し
、
「
志
」
の
特
異

性
に
注
目
す
る
。
さ
ら
に
、
「
志
に
拠
る
も
の
は
お
の
づ
か
ら
道
義
・
政

治
の
方
向
を
指
し
、
心
乃
至
思
ひ
に
依
る
も
の
は
情
趣
の
世
界
に
落
付

く
の
は
理
勢
の
当
然
で
あ
っ
た
の
で
、
日
本
歌
学
と
中
国
詩
学
と
の
性

格
は
、
古
今
集
序
と
詩
経
大
序
と
に
早
く
も
端
的
に
象
徴
さ
れ
て
ゐ
る
」

と
、
論
を
深
化
さ
せ
、
「
志
」
と
「
心
」
を
中
日
文
学
の
性
格
の
違
い
を

も
た
ら
す
ほ
と
の
対
立
す
る
概
念
と
見
て
い
旬
。
し
か
し
、
「
志
」
と
い

う
の
は
「
心
」
と
そ
れ
ほ
ど
対
極
的
な
も
の
な
の
か
。
こ
こ
で
は
、
「
志
」

の
歴
史
を
遡
っ
て
、
「
志
」
が
ど
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
、
ど
の
よ
う
に
解

釈
さ
れ
て
き
た
の
か
を
検
証
し
よ
う
。

先
秦
時
代
、
「
志
」
に
は
「
政
治
思
想
や
抱
負
」
と
「
思
い
、
情
意
」

と
い
う
、
対
立
す
る
よ
う
に
見
え
る
二
通
り
の
意
味
が
あ
っ
た
。
『
論
語
』

に
は
二
例
、
『
礼
記
』
に
は
一
例
見
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
「
修
身
」
か
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「
治
国
」
と
い
う
抱
負
を
述
べ
る
も
の
で
あ
っ
た
り
、
国
家
の
治
乱
に
か

(ロ)

か
わ
る
個
人
の
思
考
を
指
し
た
り
す
る
。

「
詩
」
と
「
志
」
と
の
か
か
わ
り
に
至
っ
て
は
、
主
に
「
賦
詩
言
志
」

や
「
聞
詩
観
志
」
の
か
た
ち
で
現
れ
る
。
春
秋
戦
国
時
代
で
は
、
『
詩
』

(
『
詩
経
』
)
の
詩
は
広
く
用
い
ら
れ
て
い
て
、
傭
人
の
感
情
を
述
べ
る
と

い
う
よ
り
、
諸
侯
大
夫
の
交
際
の
場
や
、
国
同
士
の
外
交
の
場
に
登
場

す
る
外
交
辞
令
と
し
て
活
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
外
国
へ
派
遣
さ

れ
る
使
節
が
「
詩
」
を
賦
し
て
、
自
国
の
「
志
」
を
表
明
す
る
こ
と
が

一
般
化
さ
れ
、
逆
に
、
他
国
の
諸
侯
の
詩
を
聞
き
、
そ
の
「
志
」
を
察

(
日
)

知
す
る
こ
と
も
重
要
で
あ
っ
た
。
『
漢
書
』
「
芸
文
志
」
に
、

古
者
諸
侯
大
夫
交
接
隣
国
、
以
微
言
相
感
、
常
揖
譲
之
時
、

一

一

一

一

一

一

必
称
レ
詩
以
諭
二
其
志
一
。
蓋
以
二
賢
不
肖
一
而
観
一
一
盛
衰
一
鳶
。

と
記
載
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
「
志
」
は
諸
侯
ら
自
身
の
抱
負
や
国
家
の

意
向
を
意
味
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
の
「
詩
」
は
文
学
と
し

て
で
は
な
く
、
一
種
の
国
交
文
書
さ
な
が
ら
の
政
治
的
道
具
と
し
て
使

わ
れ
る
の
で
わ
る
。

一
方
、
「
志
」
に
は
「
思
い
、
意
、
情
」
な
ど
と
共
通
す
る
よ
う
な
意

味
も
あ
っ
た
。
『
尚
書
』
「
尭
典
」
に
記
さ
れ
た
、
「
詩
言
志
」
の
最
も
早

い
用
例
(
『
芸
文
類
表
』
巻
四
十
一
楽
一
に
も
収
録
)
を
見
て
お
こ
う
。

帝
目
、
「
離
合
、
命
三
汝
典
レ
楽
、
教
一
一
育
子
一
。
直
而
温
、
寛
而
栗
、
剛

而
無
レ
虐
、
筒
而
無
レ
倣
。
謝
司
凶
刷
、
歌
永
レ
ニ
一
一
口
、
声
依
レ
永
、
律

和
レ
声
、
八
音
克
詰
、
無
二
相
奪
倫
一
、
神
人
以
和
。
」
要
目
、
「
於
、

予
撃
レ
石
抑
レ
石
、
百
獣
率
舞
。
」

帝
舜
と
楽
師
の
袈
と
の
間
に
行
わ
れ
た
楽
に
関
す
る
や
り
と
り
で
あ

る
が
、
こ
こ
の
「
志
」
は
特
に
抱
負
や
政
治
的
思
想
な
と
と
解
す
る
必

要
が
な
い
。
む
し
ろ
、
一
般
の
意
味
の
「
人
間
の
思
い
、
心
意
」
と
理

解
し
た
ほ
う
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
『
国
語
』
「
魯
語
下
」
に
は
「
詩

所
二
以
合
一
レ
意
、
歌
所
一
一
以
詠
一
レ
詩
也
」
と
い
う
文
言
が
あ
る
。
こ
れ

は
『
尚
書
』
「
尭
典
」
の
「
詩
一
言
レ
志
、
歌
永
レ
言
」
と
通
じ
る
言
い
方
で
、

「
意
」
は
す
わ
な
わ
ち
「
志
」
に
相
当
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
時
代
で
は
、

「
情
意
」
を
表
す
「
志
」
は
そ
れ
ほ
ど
広
く
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ

た
。
「
言
志
」
と
言
え
ば
、
や
は
り
詩
を
借
り
て
政
治
思
想
や
抱
負
を
表

出
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。

初
め
て
個
人
存
在
の
内
面
に
自
を
向
け
、
個
人
的
感
情
を
詠
ん
だ
の

は
、
「
騒
人
」
と
言
わ
れ
る
辞
賦
家
で
あ
る
。
彼
等
に
お
い
て
、
「
詩
」
は

「
言
志
」
の
ほ
か
に
、
「
言
情
」
の
意
味
も
内
包
し
始
め
た
の
で
あ
る
。
屈

原
は
『
九
章
』
「
惜
諦
」
で
は
、
「
惜
調
以
致
レ
感
心
勺
、
費
レ
憤
以
持
レ
情
」

と
詠
み
、
「
悲
回
風
」
で
は
、
「
介
砂
志
之
所
レ
惑
今
、
窃
賦
レ
詩
之
所
レ

明
」
と
詠
む
。
彼
の
中
で
は
、
本
来
対
立
す
る
は
ず
だ
っ
た
「
明
志
」
と

「
持
情
」
が
、
矛
盾
な
く
一
融
合
し
始
め
た
の
で
あ
る
。
屈
原
の
伝
統
を
受
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け
継
い
だ
荘
忌
は
、
そ
の
「
哀
時
命
」
に
お
い
て
、
「
志
憾
恨
而
不
レ
蓮

今
、
特
二
中
情
一
市
属
レ
詩
」
と
詠
み
、
「
詩
」
が
内
心
の
情
の
噴
出
で
あ

る
こ
と
を
言
い
、
詩
の
感
情
的
側
面
を
強
調
し
て
い
る
。

思
う
に
、
「
詩
言
志
」
の
「
志
」
が
政
治
思
想
と
し
て
用
い
ら
れ
る
の

は
、
各
国
諸
侯
が
そ
れ
ぞ
れ
の
場
に
即
し
、
『
詩
』
に
あ
る
既
製
の
詩
を

借
り
て
(
時
に
は
、
断
章
取
義
で
あ
り
さ
え
す
る
)
、
自
分
の
意
志
や
抱

負
、
な
い
し
国
の
意
向
を
伝
え
る
場
合
に
限
ら
れ
る
が
、
こ
う
し
た
詩

の
用
い
方
は
先
秦
時
代
に
お
い
て
、
む
し
ろ
時
代
的
傾
向
で
あ
っ
た
。
し

た
が
っ
て
、
詩
は
そ
の
社
会
的
効
用
の
み
強
調
さ
れ
、
政
治
教
化
の
道

具
と
し
か
目
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
時
代
的
風
潮
に
覆
わ
れ
、

詩
に
お
け
る
私
的
感
情
を
詠
む
一
面
は
陰
で
生
き
延
び
る
し
か
な
か
っ

た
が
、
人
間
存
在
へ
の
自
覚
や
詩
の
文
学
的
価
値
の
高
揚
に
従
っ
て
、
「
言

志
」
は
次
第
に
「
言
情
」
と
共
存
し
た
り
、
混
用
さ
れ
た
り
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。

漢
貌
六
朝
の
時
代
に
な
る
と
、
「
詩
言
志
」
の
意
味
合
い
や
そ
れ
に
対

す
る
捉
え
方
は
さ
ら
に
先
秦
時
代
と
違
っ
て
く
る
。
可
馬
遷
は
『
史
記
』

「
五
帝
本
紀
」
で
は
、
『
尚
書
』
「
尭
典
」
の
「
詩
言
レ
志
」
を
「
詩
言
レ
意
」

と
書
き
換
え
、
「
太
史
公
自
序
」
で
は
、
孔
子
の
言
葉
と
い
っ
て
、
「
詩

以
一
一
達
一
レ
意
」
と
書
き
記
指
)
。
な
お
、
『
尚
書
』
「
尭
典
」
の
「
詩
言
レ

志
」
に
つ
い
て
、
鄭
玄
は
「
人
之
志
意
」
(
人
の
思
い
、
意
志
)
と
注
し

て
い
る
。
『
初
学
記
』
巻
二
十
一
に
引
用
さ
れ
る
劉
款
の
「
七
略
」
に
は
、

「
『
詩
』
以
二
言
一
レ
情
。
情
者
、
信
之
符
。
」
(
「
経
典
第
こ
「
事
対
」
「
直

一
一
言
・
証
義
」
)
と
あ
る
。
『
礼
記
』
第
二
十
九
「
孔
子
閑
居
」
の
「
志
之

所
レ
至
、
詩
亦
至
鳶
。
詩
之
所
レ
至
、
礼
亦
至
鷲
」
に
対
し
、
鄭
玄
は
「
詩

謂
二
好
悪
之
情
一
也
」
と
注
す
る
。
前
に
挙
げ
た
荘
忌
「
哀
時
命
」
の
「
志

憾
恨
而
不
レ
逗
今
、
持
一
一
中
情
一
市
属
レ
詩
」
を
、
王
逸
は
「
意
中
憾
恨
、

憂
而
不
レ
解
、
則
梓
二
我
中
情
一
、
属
二
続
詩
文
一
、
以
陳
二
己
志
一
也
」
と

解
し
て
い
る
。
塾
虞
は
『
文
章
流
別
論
』
(
『
芸
文
類
衷
』
巻
五
十
六
・
雑

文
部
二
・
賦
)
で
詩
を
論
じ
る
時
、
「
言
ニ
其
志
一
謂
二
之
詩
一
」
と
言
い

な
が
ら
、
「
夫
詩
雄
レ
以
ニ
情
志
一
為
レ
本
、
而
以
ニ
成
一
レ
声
為
レ
節
」
と
も

一
一
言
う
。
欧
陽
建
は
『
言
尽
意
論
』
(
『
芸
文
類
莱
』
巻
十
九
・
人
部
三
・
言

語
)
で
、
「
言
称
接
雨
情
志
暢
」
と
指
摘
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
漢
説
六

朝
時
代
の
学
者
は
み
な
、
「
志
」
を
「
意
」
や
「
情
」
と
釈
し
た
り
、
言

い
換
え
た
り
す
る
。
「
志
」
を
「
心
所
ニ
念
慮
一
」
、
「
、
hw意
所
二
趣
向
一
」
、

「
詩
人
志
一
一
所
レ
欲
之
事
一
」
と
釈
す
る
の
も
同
様
で
あ
V

旬
、
。
政
治
思
想
の

「
志
」
を
言
う
時
代
が
す
で
に
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
の
と
相
ま
っ
て
、
個
人

の
感
情
に
目
覚
め
た
時
代
が
始
ま
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
気
運
の
中
で
、
『
毛
詩
』
大
序
が
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

例
の
名
高
い
「
詩
者
、
志
之
所
レ
之
也
。
在
レ
心
為
レ
志
、
発
仁
一
百
為
レ
詩
」

の
発
言
の
す
ぐ
後
に
は
、

- 85 

情
動
一
一
於
中
一
而
形
二
於
言
一
、
言
之
不
レ
足
故
瑳
嘆
之
、
瑳
嘆
之
不

レ
足
故
永
歌
之
、
永
歌
之
不
レ
足
、
不
レ
知
一
一
手
之
舞
レ
之
、
足
之
路

一
レ
之
也
。



が
続
く
。
「
志
」
の
解
釈
に
「
情
」
を
使
う
と
こ
ろ
に
は
「
志
」
と
「
情
」

(
市
川
)

の
統
一
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
後
の
「
変
風
」
に
関
す
る
記
述
に
は
、

国
史
明
乎
二
得
失
之
跡
一
、
傷
ニ
人
倫
之
廃
一
、
哀
二
刑
政
之
苛
二
剛

対
闘
幽
一
、
以
風
一
一
其
上
一
、
達
一
一
於
事
変
一
市
懐
-
一
其
旧
俗
一
君
。

故
変
員
百
司
斗
朝
一
。
費
ニ
乎
情
一
、
民
之
官
。
止

一
一
乎
礼
義
一
、
先
王
之
沢
也
。

と
あ
る
。
詩
は
「
情
性
を
吟
除
す
る
」
も
の
だ
と
言
い
切
っ
て
い
る
。
た

だ
し
、
こ
こ
の
「
情
」
は
気
ま
ま
で
、
自
由
に
透
る
「
情
」
で
は
な
く
、

「
礼
義
」
と
い
う
道
徳
的
規
範
の
制
限
を
掛
け
ら
れ
た
「
情
」
で
あ
る
。

個
人
の
感
情
を
認
め
な
が
ら
も
、
そ
れ
を
儒
家
的
礼
義
道
徳
に
却
し
て

調
節
す
る
と
い
う
『
毛
詩
』
大
序
の
論
調
は
、
『
詩
経
』
を
儒
家
経
典
の

一
つ
と
し
て
尊
重
す
る
姿
勢
か
ら
出
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

漢
説
六
朝
時
代
の
伝
統
は
唐
に
な
っ
て
か
ら
い
っ
そ
う
顕
揚
さ
れ
た
。

陸
機
が
「
文
賦
」
で
出
し
た
「
詩
縁
レ
情
」
の
宣
言
に
対
し
て
、
李
善
注

は
「
詩
以
一
一
言
志
一
、
故
日
ニ
縁
情
一
。
」
と
い
う
。
李
周
翰
注
は
「
詩
言

レ
志
、
故
縁
レ
情
。
」
と
、
李
善
注
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
こ
と
を
言
う
。
し
か

し
、
「
志
」
と
「
情
」
と
の
関
係
が
よ
り
的
確
に
解
釈
さ
れ
、
両
者
が
完

全
に
結
び
付
け
ら
れ
る
の
は
孔
穎
達
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
ず
、
『
春
秋
左
氏
伝
』
に
お
け
る
「
士
一
世
に
対
す
る
『
正
義
』
の
注

釈
を
見
て
み
た
い
。
昭
公
二
十
五
年
、
趨
簡
子
に
「
礼
」
を
聞
か
れ
た

子
太
叔
の
答
え
で
あ
る
。

子
太
叔
見
二
越
簡
子
一
O
i
-
-
-
簡
子
日
、
敢
問
、
何
調
レ
礼
。
対
日
、

吉
也
聞
二
諸
先
大
夫
子
産
一
。
目
、
夫
礼
天
之
経
也
、
地
之
義
也
、
民

之
行
也
。
:
:
:
民
有
二
好
悪
喜
怒
哀
楽
一
、
生
二
於
六
気
一
。
是
故
審

レ
則
宜
レ
類
、
以
剣
対
剥
一
。
哀
有
ニ
突
泣
一
、
楽
有
二
歌
舞
一
、
喜

有
一
一
施
捨
一
、
怒
有
一
一
戦
闘
一
、
喜
生
一
一
於
好
一
、
怒
生
一
一
一
於
悪
一
。
是

故
審
レ
行
信
レ
令
、
禍
福
賞
罰
、
以
制
二
死
生
一
。

こ
こ
の
「
六
志
」
に
つ
い
て
、
孔
穎
達
は
「
此
六
志
『
礼
記
』
謂
之

「
六
情
」
。
在
レ
己
為
レ
情
、
情
動
為
レ
志
、
情
、
志
一
也
。
」
と
注
釈
を
す

る
。
本
質
的
に
は
同
じ
で
あ
り
な
が
ら
、
自
分
の
心
に
あ
る
と
き
は
「
情
」

と
い
い
、
そ
の
「
情
」
が
動
く
と
「
志
」
に
な
る
と
い
う
、
「
情
」
か
ら

「
志
」
に
至
る
動
的
過
程
に
注
目
す
る
と
こ
ろ
は
、
今
ま
で
の
注
釈
と
一

線
を
画
す
。
「
志
」
と
「
情
」
の
意
味
上
・
性
質
上
の
位
相
差
ば
か
り
に

着
目
し
て
い
た
見
方
と
は
別
に
、
そ
の
表
現
上
の
つ
な
が
り
か
ら
両
者

の
関
係
を
捉
え
直
し
た
の
は
孔
穎
達
の
貢
献
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の

理
解
で
は
、
「
志
」
の
発
生
過
程
(
つ
ま
り
「
情
」
の
動
き
)
は
ご
く
自

然
で
、
そ
こ
に
「
意
志
的
、
道
義
的
」
な
要
素
が
全
く
見
え
な
い
の
で

あ
る
か
ら
、
「
志
」
は
「
情
」
と
意
味
上
・
性
質
上
に
お
い
て
も
、
同
じ

こ
と
を
意
味
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
見
方
は
無
論
、
「
志
」
と
「
情
」
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が
同
じ
こ
と
だ
と
主
張
し
た
漢
貌
六
朝
か
ら
唐
ま
で
の
学
者
た
ち
に
と

っ
て
、
そ
の
理
論
的
根
拠
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。

と
い
う
わ
け
で
、
孔
穎
達
の
『
毛
詩
』
大
序
に
つ
い
て
の
注
釈
を
改

め
て
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
。
「
詩
者
、
志
之
所
レ
之
也
。
在
レ
心
為
レ
志
、

発
レ
言
為
レ
詩
」
の
「
志
」
に
つ
い
て
、
『
毛
詩
正
義
』
は
「
心
感
レ
物
而

動
、
乃
呼
ニ
為
志
一
」
(
心
が
物
に
感
じ
て
動
く
の
は
志
と
い
う
)
と
い
う

解
釈
を
施
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
同
序
に
は
、
「
情
縁
レ
物
動
、
物
感
レ
情

遷
」
と
い
っ
て
大
序
の
「
士
山
」
に
対
す
る
敷
街
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら

は
『
左
伝
正
義
』
に
お
け
る
「
志
」
の
解
釈
と
全
く
同
じ
で
あ
る
。
つ

ま
り
、
「
志
」
が
「
心
(
情
)
が
動
い
て
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
」
と
理
解

し
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
同
じ
よ
う
に
、
真
名
序
の
「
在
レ
心
為
レ
志
、
発

レ
言
為
レ
詩
」
は
、
「
心
が
物
に
感
じ
て
動
く
↓
志
↓
言
葉
に
発
す
る
↓
詩
」

と
い
う
プ
ロ
セ
ス
に
な
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
『
毛
詩
』
大
序
に
お
い
て
も
、

真
名
序
に
お
い
て
も
、
「
志
」
は
も
は
や
「
道
義
的
」
「
意
志
的
」
な
政

治
思
想
で
は
な
く
、
ご
く
自
然
な
心
の
動
き
、
つ
ま
り
詩
的
感
興
が
形

成
さ
れ
る
過
程
を
言
う
も
の
に
な
る
。
で
は
、
な
ぜ
、
真
名
序
や
『
毛

詩
』
大
序
の
「
志
」
は
「
政
教
的
」
「
道
義
的
」
と
見
ら
れ
て
い
た
の
か
。

そ
れ
は
、
前
述
の
歴
史
的
原
因
(
詩
が
政
治
道
具
と
し
て
使
わ
れ
た
こ

と
d

以
外
に
、
『
毛
詩
』
大
序
や
『
毛
詩
正
義
』
の
文
脈
、
特
に
詩
の
効

用
論
に
大
き
く
負
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
の
文
言
は
ど
ち

ら
か
と
言
え
ば
、
「
政
教
的
」
「
道
義
的
」
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
詩

の
内
実
、
中
身
で
あ
る
「
志
」
は
自
ず
と
「
意
志
的
、
道
義
的
」
と
解

さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
、
「
志
」
は
、
太
田
氏
の
主
張
し
た
よ
う
な
「
意
志
的
、
道

義
的
」
と
解
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
「
志
」
に
何
ら
か
の
名

詞
を
当
て
は
め
、
静
態
的
に
捉
え
る
の
は
詩
の
発
生
過
程
に
触
れ
て
い

な
い
か
ら
で
あ
る
。
「
在
レ
心
為
レ
志
、
発
レ
言
為
レ
詩
」
の
続
き
の
「
情

動
二
一
於
中
一
而
形
ニ
於
一

tpi---」
、
ま
た
は
「
心
感
レ
物
而
動
、
乃
呼
ニ
為

志
一
」
や
「
情
縁
レ
物
動
、
物
感
レ
情
選
」
と
あ
る
よ
う
に
、
「
志
」
は
「
心
」

な
り
、
「
思
い
」
な
り
、
「
者
主
と
な
り
と
言
う
よ
り
、
「
心
の
動
く
こ
と
」
、

つ
ま
り
、
詩
的
感
興
が
湧
き
上
が
る
瞬
間
的
な
心
の
動
き
と
見
る
ほ
う

が
適
当
で
あ
ろ
う
。
詩
的
感
動
が
物
や
事
に
触
れ
て
生
ず
る
と
い
う
原

理
は
こ
こ
だ
け
で
な
く
、
『
文
心
彫
龍
』
「
詮
賦
」
(
「
観
レ
物
館
ハ
レ
情
」
)
、
「
明

詩
」
(
「
応
レ
物
斯
感
、
感
レ
物
吟
レ
志
」
)
、
ま
た
『
詩
品
』
序
(
「
物
之
感

レ
人
」
)
に
も
見
え
、
す
で
に
詩
論
書
に
お
い
て
普
遍
化
さ
れ
た
論
理
に

(口)

な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
日
本
側
で
も
、
山
上
憶
良
・
大
伴
家
持
歌
の

(
川
崎
)

題
調
や
左
注
に
認
め
ら
れ
、
藤
原
克
巳
氏
は
、
菅
原
道
真
の
詩
作
に
も

(
悶
)

こ
う
し
た
姿
勢
が
見
ら
れ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
見
て
く

る
と
、
「
志
」
は
す
で
に
「
心
」
と
対
立
し
た
概
念
で
は
な
く
、
む
し
ろ

「
心
」
の
延
長
線
に
あ
る
も
の
と
言
っ
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ

て
、
真
名
序
の
「
感
生
二
於
志
一
、
詠
形
二
於
言
一
」
は
、
「
感
生
二
於
心
(
情
)

一
、
詠
形
一
一
於
言
一
」
と
言
い
変
え
て
も
差
し
支
え
な
い
だ
ろ
う
。
逆
に
、

貫
之
た
ち
は
詩
に
お
け
る
「
志
」
の
こ
の
意
味
を
十
分
に
了
解
し
た
上

で
、
歌
の
本
質
を
論
じ
る
時
、
歌
の
根
ざ
す
と
こ
ろ
を
「
心
」
に
し
た
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の
か
も
し
れ
な
い
。
な
お
、
仮
名
序
の
冒
頭
に
は
、
「
志
(
こ
こ
ろ
ざ
し
ご

と
い
う
こ
と
ば
は
見
え
な
い
が
、
そ
れ
を
砕
い
て
解
説
す
る
よ
う
な
表

現
が
あ
る
。

三
、
仮
名
序
の
論
説

は
じ
め
に
挙
げ
た
仮
名
序
②
の
和
歌
発
生
論
の
傍
娘
部
分
「
世
の
中

に
在
る
人
、
事
、
業
、
繁
き
も
の
な
れ
ば
」
と
そ
の
後
に
続
く
文
と
の

接
続
関
係
が
注
意
さ
れ
た
い
。
従
来
の
注
釈
書
で
は
、
こ
の
部
分
が
下

文
の
「
心
に
思
ふ
」
と
「
見
る
も
の
、
聞
く
も
の
」
の
ど
ち
ら
に
掛
か

る
か
に
よ
っ
て
、
解
釈
は
分
か
れ
て
い
る
。
主
な
注
釈
書
の
訳
文
を
見

て
お
こ
う
。

ー
、
事
業
が
繁
け
れ
ば
、
心
に
い
ろ
い
ろ
な
恩
が
起
こ
っ
て
く
る
。

そ
の
い
ろ
い
ろ
な
思
即
ち
喜
怒
哀
楽
の
情
を
、
花
鳥
風
月
な
ど
の

見
聞
く
物
の
う
へ
に
つ
け
て
、
歌
ひ
出
す
の
が
歌
で
あ
る
と
い
ふ
。

(
金
子
元
臣
『
古
今
和
歌
集
講
義
』
)

2
、
社
会
に
生
存
し
て
い
る
人
は
、
制
利
引
割
倒
州
割
割
削
剖
副

司
剖
引
制
引
叶
叫
叫
劇
明
引
朝
剖
到
川
州
、
そ
の
感
ず
る
事
を
、
形

あ
る
、
感
覚
的
な
も
の
に
託
し
て
言
い
現
わ
し
た
も
の
で
あ
る
。

(
窪
田
空
穂
『
古
今
和
歌
集
評
釈
』
)

3
、
「
こ
と
わ
ざ
繁
き
も
の
な
れ
ば
」
は
、
H
叫
剖
川
制
剖
叫
倒
利
引

動
く
心
を
そ
の
ま
ま
押
さ
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
の
意
だ
し
、

で
あ
り
ま
す
。(
小
沢
正
夫
・
日
本
古
典
文
学
全
集
『
古
今
和
歌
集
』
)

5
、
閣
制
削
叫
川
副
刈
削
1
割
倒
判
矧
剥
州
剖
引
剖
利
剣
引
制
制

問
州
叫
川
叫
刷
引
、
そ
の
思
う
事
を
、
見
る
物
や
聞
く
物
に
託
し

て
、
表
現
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

- 88-

(
竹
岡
正
夫
『
古
今
和
歌
集
全
評
釈
』
)

6
、
こ
の
現
世
に
生
き
て
い
る
人
聞
は
、
樹
叫
創
出
剰
朝
叫
州
制

料
引
制
叫
叫
叫
司
1
引
叫
捌
叶
叫
剖
閣
制
・
..... 

(
奥
村
恒
也
・
新
潮
日
本
古
典
集
成
『
古
今
和
歌
集
』
)

7
、
こ
の
世
に
生
き
て
い
る
人
は
、
州
州
制
引
制
引
割
州
引
制
割

け
剖
叫
剖
州
引

1
4村
叫
寸
叶
引
制
利
引
利
剖
剥
引
斗
剖
刻
、
見

る
も
の
や
聞
く
も
の
に
託
し
て
、
歌
と
し
て
表
現
す
る
の
で
あ
る
。

(
小
町
谷
照
彦
・
旺
文
社
文
庫
古
典
対
訳
シ
リ
ー
ズ
『
古
今
和
歌
集
』
)

8
、
こ
の
世
に
暮
ら
し
て
い
る
人
人
々
は
、
剖
剖
剖
剖
叫
割
叫
剖

刻
判
刷
樹
U
可
制
引
剖
判
制
対
1
引
制
副
凶
劇
引
斗
剖
剖
見
た
こ

と
聞
い
た
こ
と
に
託
し
て
言
い
表
し
た
も
の
が
歌
で
あ
り
ま
す
。



(
小
沢
正
夫
、
松
田
成
穂
・
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
古
今
和
歌
集
』
)

回
、
こ
の
世
の
中
に
存
在
し
て
い
る
人
間
と
い
う
も
の
は
、
到

り
に
さ
ま
ざ
ま
な
事
が
ら
が
多
い
も
の
で
あ
る
か
ら
、
誰
し
も
、
心

同
属
寸
対
川
副
斗
剖
剖
1
到
引
制
判
闘
り
酬
明
に
託
し
て
、
表
現
し

(
片
桐
洋
一
『
古
今
和
歌
集
全
評
釈
』
)

て
い
る
の
で
あ
る
。

4
と
9
の
ほ
か
に
、
各
注
釈
は
い
ず
れ
も
「
世
の
中
に
在
る
人
、
事
、

業
、
繁
き
も
の
な
れ
ば
」
を
「
心
に
思
ふ
」
に
掛
か
る
も
の
と
し
て
、
「
ま

わ
り
の
風
物
や
人
事
が
数
多
く
あ
る
の
で
、
そ
れ
ら
に
感
じ
て
心
に
い

ろ
い
ろ
思
う
」
と
訳
し
、
「
事
、
業
」
が
「
心
に
思
う
」
こ
と
の
触
発
物

で
あ
る
と
い
う
理
解
を
示
し
て
い
る
。
特
に
同
じ
小
沢
正
夫
氏
の
訳
で

あ
り
な
が
ら
、

4
の
『
日
本
古
典
文
学
全
集
』
で
は
、
「
世
の
中
に
在
る

入
、
事
、
業
、
繁
き
も
の
な
れ
ば
」
が
「
見
る
も
の
、
聞
く
も
の
に
付

け
て
」
に
掛
か
っ
て
い
る
が
、

8
の
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』
で

は
、
「
心
に
思
ふ
」
に
掛
か
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
読
み
の
変
化
は
ま

さ
に
興
味
深
い
こ
と
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、
古
注
類
の
『
両
度
聞
書
』
で
は
、
「
こ
と
わ
ざ
あ
れ
ば
心

お
も
ふ
こ
と
あ
り
。
さ
れ
ば
見
物
聞
物
に
つ
け
て
い
ひ
出
す
な
り
。
」
と

言
い
、
『
遠
鏡
』
で
は
、
「
イ
ロ
イ
ロ
ト
事
ノ
多
イ
モ
ノ
ヂ
ャ
ニ
ヨ
ッ
テ
、

ソ
ノ
ナ
ニ
ヤ
カ
ヤ
ノ
事
ニ
ツ
ケ
テ
、
心
ニ
思
ウ
コ
ト
ヲ
、
ソ
ノ
時
見
ル

物
ヤ
聞
ク
物
ニ
ツ
ケ
テ
、
云
ヒ
ダ
シ
タ
ノ
ヂ
ャ
」
と
指
摘
し
、
香
川
景

樹
『
古
今
集
正
義
』
で
は
、
「
こ
こ
は
、
鳥
・
虫
の
類
に
い
た
る
ま
で
、

世
に
生
き
と
生
け
る
物
の
、
同
に
感
じ
物
に
応
じ
て
発
す
る
芦
は
み
な

歌
な
る
を
言
へ
り
。
」
(
「
花
に
鳴
く
鷺
、
水
に
住
む
娃
の
声
を
聞
け
ば
・
:

:
・
」
に
つ
い
て
の
註
釈
)
と
示
す
。

こ
う
し
て
、
「
世
の
中
に
在
る
入
、
事
、
業
、
繁
き
も
の
な
れ
ば
、
心

に
思
ふ
」
を
「
ま
わ
り
の
風
物
や
人
事
が
数
多
く
あ
る
の
で
、
そ
れ
ら

に
感
じ
て
心
に
い
ろ
い
ろ
思
う
」
と
す
る
な
ら
ば
、
前
に
説
い
た
「
志
」

の
意
味
で
あ
る
「
心
感
レ
物
而
動
」
(
心
が
物
に
感
じ
て
動
く
、
思
う
。
『
毛

詩
正
義
』
)
に
相
当
す
る
こ
と
と
な
る
。
つ
ま
り
、
「
志
」
を
表
す
よ
う

な
表
現
は
仮
名
序
に
確
認
さ
れ
た
と
言
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
仮

名
序
②
の
和
歌
発
生
論
は
詳
し
く
解
析
す
れ
ば
、
「
こ
と
・
わ
さ
に
触
れ

て
↓
心
に
思
う
↓
心
に
思
っ
た
こ
と
↓
見
る
も
の
聞
く
も
の
に
託
す
↓

言
い
出
す
(
こ
と
ば
に
出
す
)
↓
歌
」
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
に
な
る
。
こ

れ
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
『
毛
詩
』
大
序
の
「
在
レ
心
為
レ
志
、
発
レ
言
為

レ
詩
。
」
や
真
名
序
の
「
感
生
一
一
於
志
一
、
詠
形
一
一
於
言
一
。
」
と
全
く
同
じ

こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
こ
の
仮
名
序
第
一
段
落
に

続
き
、
第
二
段
落
の
和
歌
の
歴
史
に
、
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か
く
て
ぞ
、
花
を
愛
で
、
鳥
を
羨
み
、
霞
を
哀
れ
び
、
露
を
悲
し

ぶ
心
、
言
葉
多
く
、
さ
ま
ざ
ま
に
成
り
に
け
る
。

(
仮
名
序
「
和
歌
の
歴
史
」
)

と
あ
る
の
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
自
然
景
物
に
触
発
さ
れ
出
来
た
感
動
と
し



て
の
「
心
」
の
性
質
を
雪
守
つ
。
こ
の
点
か
ら
も
、
「
心
」
は
先
験
的
、
自

然
発
生
的
な
も
の
で
は
な
く
、
や
は
り
「
こ
と
・
わ
ざ
」
な
ど
の
物
事

の
触
発
が
な
け
れ
ば
、
物
思
い
を
す
る
は
ず
が
な
い
も
の
と
考
え
る
べ

き
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
仮
名
序
に
見
る
歌
の
発
生
は
梅
原
氏
の
言
う
「
自

然
心
論
」
で
は
な
く
、
『
毛
詩
』
大
序
と
同
じ
く
「
反
映
論
」
に
よ
る
も

(
初
)

の
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
「
世
の
中
に
在
る
人
、
事
、
業
、
繁
き
も
の
な
れ
ば
、
心

に
思
ふ
」
は
、
「
歌
の
発
生
の
端
緒
(
お
こ
り
、
は
じ
ま
り
と
で
あ
り
、

(
引
)

「
見
る
も
の
聞
く
も
の
」
は
「
歌
の
表
現
素
材
」
で
あ
り
、
「
(
心
に
思
ふ

事
を
)
見
る
も
の
聞
く
に
も
の
に
つ
け
て
言
ひ
出
す
」
は
、
す
で
に
で

き
た
歌
の
感
動
を
言
葉
に
表
す
「
歌
の
表
現
方
法
」
で
あ
る
と
い
う
よ

う
に
、
②
の
和
歌
発
生
論
は
さ
ら
に
三
つ
に
細
分
化
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
う
す
れ
ば
、
歌
が
で
き
あ
が
る
ま
で
、
「
世
の
中
の
物
事
」
(
心

に
感
動
を
呼
び
起
こ
す
風
物
や
人
事
)
、
「
心
」
、
「
見
る
も
の
聞
く
も
の
」

(
心
に
思
っ
た
こ
と
を
託
す
対
象
)
と
「
こ
と
ば
」
と
い
う
四
つ
の
要
素

が
お
の
ず
と
浮
か
び
上
が
っ
て
こ
よ
う
。
こ
の
四
つ
の
要
素
が
順
に
並

ん
で
い
る
と
、
歌
の
発
生
・
表
現
の
全
過
程
を
洩
れ
る
こ
と
な
く
包
括

し
得
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
、
歌
の
形
成
に
お
い
て
四
つ
の
要
素
が
働

く
と
い
う
論
理
を
仮
に
「
和
歌
の
四
要
素
論
」
と
呼
ぼ
う
。
「
和
歌
の
四

要
素
論
」
に
つ
い
て
は
、
仮
名
序
の
は
じ
め
の
み
な
ら
ず
、
後
の
文
章

に
も
裏
付
け
が
あ
る
。

四
、
更
な
る
裏
付
け

し
か
あ
る
の
み
に
非
ず
。
細
石
に
喰
へ
、
筑
波
山
に
掛
け
て
君
を

願
ひ
、
喜
び
身
に
過
ぎ
、
楽
し
び
心
に
余
り
、
富
士
の
煙
に
寄
そ

へ
て
人
を
恋
ひ
、
松
虫
の
音
に
友
を
偲
び
、
高
砂
、
住
の
江
の
松

も
、
相
生
の
様
に
覚
え
、
男
山
の
昔
を
思
ひ
出
で
て
、
女
郎
花
の

一
時
を
く
ね
る
に
も
、
歌
を
言
ひ
て
そ
慰
め
け
る
。
又
、
春
の
朝

に
花
の
散
る
を
見
、
秋
の
夕
暮
に
木
の
葉
の
落
つ
る
を
聞
き
、
或

は
、
年
ご
と
に
、
鏡
の
影
に
見
ゆ
る
雪
と
浪
と
を
嘆
き
、
草
の
露
、

水
の
泡
を
見
て
わ
が
身
を
驚
き
、
或
は
、
昨
日
は
栄
え
購
り
て
、
時

を
失
ひ
世
に
詫
び
、
親
か
り
し
も
疎
く
成
り
、
或
は
、
松
山
の
浪

を
掛
け
、
野
中
の
水
を
酌
み
、
秋
萩
の
下
葉
を
眺
め
、
明
か
月
の

鴫
の
羽
掻
き
を
数
へ
、
或
は
、
呉
竹
の
憂
き
節
を
人
に
言
ひ
、
吉

野
河
を
引
き
て
世
中
を
怨
み
来
つ
る
に
、
今
は
、
富
士
山
も
煙
立

た
ず
成
り
、
長
柄
橋
も
造
る
な
り
と
聞
く
人
は
、
歌
に
の
み
ぞ
、
心

を

慰

め

け

る

。

(

仮

名

序

「

古

代

和

歌

讃

美

論

」

)
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以
上
の
く
だ
り
は
、
「
古
の
世
々
の
帝
、
春
の
花
の
朝
、
秋
の
月
の
夜

ご
と
に
:
:
:
知
る
べ
な
き
闇
に
辿
れ
る
心
ル
'
¥
を
見
給
ひ
て
、
賢
し
、
愚

か
な
り
と
、
知
ろ
し
召
し
け
む
」
の
続
き
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
仮

名
序
は
、
古
代
に
あ
っ
た
和
歌
の
理
想
的
な
姿
と
し
て
、
い
に
し
え
の

天
子
が
臣
下
の
賢
愚
を
見
分
け
る
た
め
に
臣
下
に
こ
れ
を
献
上
さ
せ
る



こ
と
と
、
人
事
ま
た
は
自
然
に
対
す
る
個
人
的
感
情
を
吐
露
し
た
持
情

詩
と
し
て
こ
れ
が
創
作
さ
れ
た
こ
と
の
二
方
面
を
挙
げ
て
い
る
こ
と
と

な
る
。
臣
下
の
賢
愚
を
弁
別
す
る
手
段
と
し
て
の
歌
の
方
は
、
真
名
序

に
お
い
て
も
「
古
天
子
、
毎
良
辰
美
景
:
:
:
」
と
、
ほ
ぼ
同
様
の
こ
と

が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
持
情
詩
と
し
て
の
方
は
真
名
序
に
は
欠
け
て
い

て
、
仮
名
序
だ
け
が
「
し
か
あ
る
の
み
に
非
ず
:
:
:
」
と
断
っ
て
、
右

に
引
用
し
た
長
い
文
章
を
列
ね
る
こ
と
に
よ
り
、
和
歌
の
個
人
的
行
情

の
側
面
を
こ
と
さ
ら
強
調
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
一
節
は
、
「
文
、

春
の
朝
に
花
の
散
る
を
見
」
の
と
こ
ろ
で
、
前
後
二
段
に
分
け
る
こ
と

が
で
き
る
。
梗
宜
上
、
そ
の
前
を
前
段
、
後
を
後
段
と
呼
ぶ
こ
と
に
し

て
お
く
。

前
段
の
「
:
:
:
に
喰
へ
」
、
「
:
:
:
に
掛
け
て
」
、
「
:
:
:
に
寄
そ
へ
て
」

な
ど
の
文
言
は
、
い
ず
れ
も
「
心
に
思
ふ
事
を
、
見
る
も
の
聞
く
も
の

に
つ
け
て
、
言
ひ
出
せ
る
な
り
」
に
合
致
し
て
お
り
、
明
ら
か
に
和
歌

の
表
現
方
法
を
詳
し
く
説
明
す
る
こ
と
に
重
き
を
置
か
れ
て
い
る
。
前

段
の
こ
の
傾
向
に
対
し
て
、
後
段
の
ほ
と
ん
と
は
、
ま
わ
り
を
と
り
囲

む
物
や
事
に
触
れ
て
、
心
の
感
興
が
湧
き
上
が
っ
て
く
る
と
い
う
和
歌

発
生
の
原
理
(
「
世
の
中
に
在
る
人
、
事
、
業
、
繁
き
も
の
な
れ
ば
、
心

に
思
ふ
」
)
を
言
っ
て
い
る
。

「
春
の
朝
に
花
の
散
る
を
見
、
秋
の
夕
暮
に
木
の
葉
の
落
つ
る
を
聞
」

い
た
り
す
る
と
、
惜
春
・
悲
秋
の
感
や
人
生
の
は
か
な
さ
が
こ
み
上
げ

て
く
る
。
「
年
ご
と
に
、
鏡
の
影
」
を
目
に
す
る
と
、
白
く
な
っ
た
髪
を

雪
か
白
波
と
見
違
え
、
老
い
を
嘆
か
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
「
草
の
露
、

水
の
泡
を
見
て
」
い
る
と
、
思
わ
ず
人
間
存
在
の
脆
さ
や
無
常
が
感
じ

ら
れ
る
。
「
昨
日
は
栄
え
騎
り
て
、
時
を
失
ひ
世
に
詫
び
、
親
か
り
し
も

疎
く
成
り
」
の
よ
う
な
時
勢
と
人
情
の
移
り
変
わ
り
は
、
心
に
大
き
な

衝
撃
を
与
え
、
歌
を
生
み
出
す
契
機
を
作
っ
て
い
る
。
「
松
山
の
浪
を
掛

け
、
野
中
の
水
を
酌
み
、
秋
萩
の
下
葉
を
眺
め
、
明
か
月
の
鴫
の
羽
緩

き
を
数
へ
」
は
、
周
囲
に
あ
る
種
々
の
物
事
が
懐
旧
や
閏
怨
の
情
を
引

き
起
こ
す
。
:
:
・
い
ず
れ
も
、
季
節
を
め
ぐ
る
物
色
や
変
転
す
る
人
事

は
歌
心
を
し
き
り
に
駆
り
立
て
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

思
う
に
、
こ
の
後
段
は
非
常
に
論
理
的
な
構
成
を
成
し
て
い
る
。
冒

頭
は
四
季
の
感
懐
、
終
わ
り
は
恋
の
恨
み
、
そ
し
て
中
間
の
部
分
は
嘆

老
・
無
常
・
転
変
な
ど
の
「
雑
」
の
内
容
を
持
っ
て
い
て
、
『
古
今
集
』

の
部
立
て
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
事
項
を
提
示
し
て
い
る
。
恋
は
「
雑
」
と

同
じ
く
人
事
と
い
う
枠
に
入
る
事
項
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
く
だ
り
で
は
、

自
然
と
人
事
が
歌
の
基
本
項
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。
自
然

の
移
り
変
わ
り
と
人
事
の
転
変
を
歌
の
発
生
の
二
大
根
源
(
し
た
が
っ

て
、
歌
の
二
大
題
材
に
も
な
る
)
と
見
る
仮
名
序
の
姿
勢
は
、
『
文
心
彫

龍
』
「
物
色
」
や
『
詩
品
』
序
と
通
じ
合
う
も
の
で
あ
る
。

『
文
心
彫
龍
』
「
物
色
」
は
四
季
お
り
お
り
の
風
物
が
人
の
心
を
引
き

つ
け
、
詩
的
感
動
を
呼
び
起
こ
す
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

Q
U
 

春
秋
代
序
、
陰
陽
惨
録
。
物
色
之
動
、
心
亦
揺
罵
。
:
:
:
是
以
献



レ
歳
発
レ
春
、
悦
務
之
情
暢
、
泊
々
孟
夏
、
郁
陶
之
心
凝
、
天
高
気

清
、
陰
沈
之
志
遠
、
霞
雪
無
レ
壊
、
斡
粛
之
慮
深
。
歳
有
二
其
物
一
、

物
有
一
一
其
容
一
。
情
以
レ
物
選
、
辞
以
レ
情
発
。
一
葉
且
或
迎
レ
意
、
虫

声
有
レ
足
引
レ
心
。
況
清
風
与
一
一
明
月
一
同
レ
夜
、
白
日
夕
一
春
林
一
共

レ
朝
哉
。
是
以
詩
人
感
レ
物
、
聯
レ
類
不
レ
窮
。

自
然
の
移
り
変
わ
り
、
四
季
の
激
動
は
詩
の
発
生
の
も
と
で
あ
る
と

(
泣
)

い
う
思
想
は
六
朝
文
学
論
に
は
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
よ
う
な

中
、
さ
ら
に
人
事
の
激
動
を
、
詩
を
生
み
出
す
も
う
ひ
と
つ
大
き
な
契

機
と
し
て
掲
げ
た
の
は
、
梁
・
鐘
蝶
の
『
詩
品
』
序
で
あ
っ
た
。

若
乃
春
風
春
鳥
、
秋
月
秋
蝉
、
夏
雲
暑
雨
、
冬
月
祁
寒
、
斯
四
時

之
感
一
一
諸
詩
一
者
也
。
嘉
会
寄
レ
詩
以
親
、
離
霊
託
レ
詩
以
怨
。
至
下

於
楚
臣
去
レ
境
、
漢
妾
辞
レ
宮
、
或
骨
横
二
朔
野
一
、
或
魂
逐
ニ
飛
蓬

一
、
或
負
レ
文
外
成
、
殺
気
雄
レ
達
、
塞
客
衣
単
、
嬬
閤
涙
童
、
又

士
有
解
レ
侃
出
レ
朝
、
一
去
忘
レ
返
、
女
有
揚
レ
蛾
入
レ
寵
、
再
紛
傾

上
レ
園
、
凡
斯
種
々
、
感
二
蕩
心
霊
一
、
非
レ
陳
レ
詩
何
以
展
二
其
義
一
、

非
レ
長
レ
歌
何
以
璃
ニ
其
情
一
。

第
一
文
は
人
聞
の
感
動
を
喚
起
す
る
四
季
の
風
物
を
簡
潔
に
列
ね
て

い
る
。
そ
れ
以
下
は
、
宴
会
・
離
別
・
哀
傷
・
覇
旅
・
辺
塞
・
闇
怨
・
辞

官
・
帝
寵
な
ど
、
人
事
の
万
端
に
わ
た
る
人
生
の
種
々
相
を
想
定
し
、
そ

れ
ぞ
れ
が
人
間
の
心
に
感
興
を
生
じ
さ
せ
る
種
で
あ
る
こ
と
を
説
き
、
人

事
の
激
動
が
人
間
に
詩
を
詠
ま
せ
る
に
至
る
所
以
を
強
く
主
張
す
る
。
発

想
か
ら
構
造
、
そ
し
て
各
々
の
事
項
ま
で
、
仮
名
序
は
『
詩
品
』
序
の

(
お
)

こ
の
部
分
を
大
い
に
参
考
に
し
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
よ
う
。

さ
ら
に
、
『
古
今
集
』
の
部
立
て
は
大
き
く
自
然
と
人
事
と
に
分
類
さ

れ
、
自
然
は
「
春
」
「
夏
」
「
秋
」
「
久
、
己
(
四
季
)
、
人
事
は
「
賀
」
「
離

別
」
「
覇
旅
」
「
恋
」
「
哀
傷
」
「
雑
」
で
あ
り
、
ち
ょ
う
ど
『
詩
品
』
が

提
示
し
た
事
項
と
重
な
り
合
っ
て
い
る
。
国
や
文
化
を
問
わ
ず
、
人
聞

社
会
で
あ
る
限
り
、
必
ず
生
じ
て
く
る
事
件
と
言
え
ば
そ
れ
ま
で
だ
が
、

両
者
が
こ
こ
ま
で
一
致
す
る
こ
と
は
、
や
は
り
『
古
今
集
』
撰
者
が
『
詩

品
』
序
か
ら
大
き
な
ヒ
ン
ト
を
得
た
こ
と
を
裏
付
け
て
い
よ
う
。
『
古
今

集
』
の
整
然
た
る
部
類
は
そ
の
後
、
後
世
の
和
歌
集
、
特
に
勅
撰
和
歌

集
の
規
範
と
な
っ
て
い
っ
た
の
だ
が
、
そ
の
部
類
の
存
在
自
体
、
「
物
」

や
「
事
」
が
「
心
」
の
感
動
を
呼
び
起
こ
す
と
い
う
和
歌
発
生
の
原
理

を
物
語
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
『
詩
品
』
序
を
下
敷
き
に
し
た
仮
名
序
の
こ
の
段
落
は
、
む
ろ

ん
仮
名
序
冒
頭
の
「
世
の
中
に
在
る
人
、
事
、
業
、
繁
き
も
の
な
れ
ば
、

心
に
思
ふ
:
:
:
」
の
裏
付
け
、
ま
た
は
敷
祈
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、

一
方
で
、
こ
の
仮
名
序
の
一
文
と
対
応
す
る
真
名
序
の
「
人
之
在
レ
世
、

不
レ
能
ニ
無
為
一
。
思
慮
易
レ
遷
。
哀
楽
相
変
」
も
ま
た
、
よ
り
具
体
的
に

人
事
の
繁
多
や
転
変
の
激
し
さ
を
言
う
た
め
、
仮
名
序
の
文
言
を
詳
し

く
解
説
し
た
形
で
、
そ
れ
と
照
応
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
そ
う
す
る
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と
、
仮
名
序
の
「
世
の
中
に
在
る
人
、
事
、
業
、
繁
き
も
の
な
れ
ば
、
心

に
思
ふ
」
は
、
真
名
序
の
「
人
之
在
レ
世
、
不
レ
能
二
無
為
一
。
思
慮
易
レ

遷
。
哀
楽
相
変
」
に
よ
っ
て
形
象
化
さ
れ
、
さ
ら
に
、
こ
の
真
名
序
の

文
言
は
ま
た
、
前
に
掲
げ
た
仮
名
序
の
「
古
代
和
歌
讃
美
論
」
の
文
章

に
よ
っ
て
注
釈
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
も
そ
も
、
仮
名
序

の
「
世
の
中
に
在
る
人
、
事
、
業
、
繁
き
も
の
な
れ
ば
、
心
に
思
ふ
」
は
、

真
名
序
の
「
志
」
に
対
す
る
解
釈
で
あ
る
た
め
、
い
わ
ば
「
志
」
(
真
)

↓
「
世
の
中
に
在
る
人
、
事
、
業
、
繁
き
も
の
な
れ
ば
、
心
に
思
ふ
」
(
仮
)

↓
「
人
之
在
レ
世
、
不
レ
能
二
無
為
一
。
思
慮
易
レ
遷
。
哀
楽
相
変
。
」
(
真
)

↓
「
古
代
和
歌
讃
美
論
」
の
文
章
(
仮
)
と
い
う
ふ
う
に
、
両
序
は
互

い
に
注
解
を
施
し
た
り
、
言
い
広
げ
た
り
す
る
形
で
、
相
互
補
完
的
な

関
係
を
形
成
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

玉
、
結
び
に
代
え
て

以
上
に
よ
り
、
幾
つ
か
の
こ
と
が
結
論
と
し
て
言
え
る
の
で
は
な
い

か
と
思
う
。
ま
ず
、
和
歌
の
発
生
に
当
た
っ
て
、
「
物
」
か
ら
「
心
」
へ

と
い
う
原
理
は
『
古
今
集
』
の
両
序
で
確
認
さ
れ
、
従
来
言
わ
れ
た
「
三

要
素
」
に
加
え
て
、
も
う
一
つ
の
要
素

i
l
「
周
り
の
風
物
や
人
事
」
が

浮
か
び
上
が
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
要
素
の
認
知
に
よ
っ
て
、
『
毛
詩
』

大
序
ほ
と
で
は
な
い
が
、
『
古
今
集
』
の
和
歌
論
も
反
映
論
の
立
場
を
取

る
こ
と
が
明
白
に
な
る
。
次
に
、
真
名
序
の
言
う
「
志
」
が
仮
名
序
へ
、

ま
た
真
名
序
へ
、
さ
ら
に
仮
名
序
へ
と
、
両
序
の
聞
を
何
度
も
往
還
し

て
い
て
、
幾
た
び
も
裏
付
け
ら
れ
た
り
、
敷
街
さ
れ
た
り
し
て
、
和
歌

発
生
の
原
理
と
し
て
鍛
え
上
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
第

三
に
、
「
心
の
先
験
論
」
な
ど
を
理
由
に
、
仮
名
序
が
優
位
に
置
か
れ
る

べ
き
で
も
な
け
れ
ば
、
真
名
序
も
政
教
主
義
と
言
っ
て
隅
に
置
か
れ
る

べ
き
で
な
い
こ
と
も
認
識
さ
れ
よ
う
。
中
国
の
詩
論
を
媒
介
に
し
て
、
互

い
に
補
完
し
た
り
、
敷
桁
し
た
り
す
る
両
序
の
関
係
を
、
い
ま
ま
で
の

よ
う
に
単
純
に
「
志
」
と
「
情
」
や
、
「
倫
理
・
政
事
」
と
「
感
動
・
持

情
性
」
と
の
対
立
ば
か
り
を
見
て
、
簡
単
に
切
り
離
し
、
峻
別
す
る
よ

う
な
見
方
は
、
『
古
今
集
』
の
両
序
に
臨
む
望
ま
し
い
態
度
で
は
な
い
。

む
し
ろ
、
仮
名
序
に
せ
よ
、
真
名
序
に
せ
よ
、
ど
ち
ら
も
日
本
の
歌
論

で
あ
り
、
ど
ち
ら
も
和
歌
の
実
情
を
述
べ
て
い
る
と
言
っ
た
ほ
う
が
穏

(
例
)

当
で
あ
ろ
う
。
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註(
1
〉
本
文
の
引
用
は
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
古
今
和
歌
集
』
(
岩
波
書
底
、
一

九
八
九
年
)
に
よ
る
。
以
下
向
。

(
2
)
代
表
的
な
論
と
し
て
、
小
沢
正
夫
氏
の
説
が
挙
げ
ら
れ
る
。
氏
は
、
仮
名

序
を
真
名
序
と
丁
寧
に
対
照
比
較
し
、
分
析
し
た
結
果
、
「
要
す
る
に
、
真

名
序
が
古
く
、
中
国
的
で
、
か
っ
思
弁
的
・
抽
象
的
で
あ
る
の
に
対
し
て
、

仮
名
序
は
新
し
く
、
日
本
独
自
で
、
か
つ
和
歌
の
実
情
に
即
し
た
具
体
的



な
文
学
論
の
樹
立
に
一
歩
を
進
め
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
」
(
小
沢
正
夫

『
古
代
歌
学
の
形
成
』
(
塙
書
房
、
一
九
六
三
年
、
第
一
版
第
二
刷
、
一
九

八
O
年
)
第
二
章
「
仮
名
序
」
八
七
頁
)
と
い
う
。
ほ
か
に
、
太
田
青
丘

氏
(
『
日
本
歌
学
と
中
国
詩
学
』
、
弘
文
堂
、
一
九
五
八
年
)
や
藤
平
春
男

氏
(
『
歌
論
の
研
究
』
、
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
八
八
年
)
も
、
和
歌
の
持
情

性
を
主
張
す
る
仮
名
序
の
優
位
を
唱
え
て
い
る
。

(
3
)
「
和
歌
の
三
要
素
」
と
い
う
表
現
自
体
は
使
っ
て
い
な
い
が
、
同
じ
よ
う

な
趣
旨
を
述
べ
る
の
は
秋
山
度
「
平
安
貴
族
文
学
の
始
発
」
(
全
国
大
学

国
語
国
文
学
会
『
講
座
日
本
文
学
3

中
古
篇
I
』
、
三
省
堂
、
一
九
六

八
年
)
、
寺
田
純
子
「
和
歌
観
に
つ
い
て
」
(
『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
必

2
、
一
九
七
九
年
二
月
特
集
「
紀
貫
之
〈
醒
め
た
意
識
の
悲
し
み
と
て
西

村
一
日
一
「
古
今
集
こ
こ
ろ
こ
と
ば
も
の
」
(
『
共
立
女
子
短
期
大
学
文

科
紀
要
』
三
二
、
一
九
八
九
年
二
月
)
、
平
沢
竜
介
「
貫
之
」
(
和
歌
文
学

論
集
②
『
古
今
集
と
そ
の
前
後
』
、
風
間
書
一
房
一
、
一
九
九
四
年
)
な
ど
が

あ
る
。

(
4
)
太
田
青
丘
「
上
代
歌
学
に
及
ぼ
せ
る
中
国
詩
学
」
(
同
氏
前
掲
書
)
、
八
八

頁
。
傍
線
筆
者
。

(
5
)
梅
原
猛
「
日
本
の
美
意
識
の
感
情
的
構
造
」
(
『
美
と
宗
教
の
発
見
』
、
筑

摩
書
房
、
一
九
六
七
年
)
、
一
四
八
頁
。
傍
線
筆
者
。
秋
山
度
氏
は
前
掲

論
文
で
、
梅
原
氏
の
意
見
に
完
全
に
賛
同
す
る
立
場
を
示
し
て
い
る
。

(
6
)
吉
川
栄
治
「
古
今
集
序
の
歌
論
」
(
和
歌
文
学
講
座
④
『
古
今
集
』
、
勉
誠

社
、
一
九
九
三
年
)
、
七
二
頁
。
傍
線
筆
者
。

(
7
)
同
注

(
6
)
。

(
8
)
小
沢
正
夫
氏
は
「
公
任
」
で
は
、
「
歌
人
が
外
界
の
物
に
ふ
れ
た
場
合
、
か

れ
の
心
に
喚
起
さ
せ
ら
れ
た
感
情
の
意
」
(
『
講
座
日
本
文
学
3

中
古
篇

I
』
、
三
省
堂
、
一
九
六
八
年
、
二
五
五
頁
)
と
言
い
、
紙
宏
行
氏
は
「
歌

論
用
語
の
研
究
」
で
は
、
「
さ
ま
ざ
ま
な
自
然
界
の
景
物
に
触
発
さ
れ
て

の
、
初
発
の
、
作
者
の
感
動
・
興
趣
で
あ
る
」
(
和
歌
文
学
論
集
⑦
『
歌

論
の
展
開
』
、
風
間
書
房
一
、
一
九
九
五
年
、
三
五
四
頁
)
と
一
言
う
。

(
9
)
吉
田
幸
一
「
古
今
和
歌
集
両
序
の
先
後
問
題
に
就
い
て
の
新
考
察
」
(
『
国

語
と
国
文
学
』
日
l
5
、
一
九
四
二
年
五
月
〉
、
「
古
今
集
両
序
の
作
者
成

立
年
時
に
就
い
て
の
再
吟
味
」
(
『
国
語
と
国
文
学
』
幻

9
、
一
九
四
四

年
九
月
)
、
小
沢
氏
前
掲
書
第
一
一
編
第
三
章
「
雨
序
の
先
後
と
仮
名
序
の

作
者
」
、
荻
谷
朴
「
貫
之
的
な
る
も
の
」
(
『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
M
1
2
、

一
九
七
九
年
二
月
特
集
「
紀
貫
之
〈
醒
め
た
意
識
の
悲
し
み
〉
」
)
な
ど
。

(
叩
)
太
田
氏
前
掲
書
、
「
序
説
」
第
一
頁
。

(
日
)
問
注
(
叩
)
、
第
四
頁
。

(
ロ
)
『
論
語
』
「
公
冶
長
」
に
は
「
顔
淵
、
季
路
侍
。
子
日
、
蓋
三
創
司
斗
制
調

一
。
」
、
先
進
篤
に
は
「
子
路
、
曾
皆
、
舟
有
、
公
西
華
侍
座
。
(
中
略
)
子

目
、
亦
創
司
計
測
剥
-
也
己
失
。
一
と
あ
る
。
『
礼
記
』
「
僅
弓
上
」
に
は
、

晋
の
太
子
申
生
が
そ
の
継
母
で
あ
る
駿
姫
に
議
言
さ
れ
、
父
帝
の
信
任
を

失
っ
て
失
脚
し
た
時
、
弟
で
あ
る
重
耳
は
、
父
帝
に
自
分
の
思
い
を
伝
え

た
の
か
と
、
兄
の
申
生
に
「
子
蓋
レ
司
コ
引
剥
剥
於
公
一
乎
。
〈
子
蓋
ぞ
子

の
志
を
公
に
言
は
さ
る
か
ご
と
尋
ね
る
例
が
見
ら
れ
る
。

(
日
)
『
左
伝
』
に
は
「
賦
詩
言
志
」
や
「
聞
詩
観
志
」
の
記
事
が
多
く
見
ら
れ

る
。
「
鄭
伯
与
レ
公
宴
二
於
菜
一
。
子
家
賦
-
一
『
鴻
雁
』
一
、
季
文
子
白
、
寡

君
土
木
レ
免
二
如
此
一
。
文
子
賦
二
『
七
月
』
一
。
子
家
賦
二
『
載
馳
』
之
四
章

一
、
文
子
賦
二
『
采
議
』
之
四
章
一
。
鄭
伯
拝
、
公
答
拝
。
」
(
文
公
十
三
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年
)
、
「
鄭
伯
享
二
越
孟
於
垂
隠
一
、
子
展
、
伯
有
、
子
西
、
子
大
叔
、
二

子
石
従
。
趨
孟
目
、
七
子
従
レ
君
、
以
寵
レ
武
也
、
請
一
皆
賦
、
以
卒
-
一
君

祝
一
。
武
亦
以
観
二
七
子
之
志
一
。
子
展
斌
二
『
草
虫
』
一
。
:
:
:
伯
有
賦
二

『
鶏
之
責
賞
』
一
。
:
:
:
子
西
賦
二
『
黍
苗
』
之
四
章

)
O
i
-
-
-
子
産
賦
二

『
隠
桑
T
o
-
-
-
子
大
叔
賦
二
『
野
有
蔓
草
f
o
-
-
・
:
卒
レ
享
、
文
子
生
口

一
一
叔
向
一
目
、
伯
有
将
レ
為
レ
毅
失
。
詩
以
言
レ
志
。
志
謹
二
其
上
一
、
而
公

一
一
怨
之
一
、
以
為
ニ
賓
栄
一
、
其
能
久
乎
。
幸
而
後
亡
。
」
(
褒
公
二
十
七
年
)
、

「
鄭
六
卿
餓
二
宣
子
於
郊
一
。
宣
子
日
、
二
三
君
子
請
皆
賦
、
起
亦
以
知
二

鄭
志
一
。
」
(
昭
公
十
六
年
)
な
ど
。

(
は
)
「
太
史
公
自
序
」
の
ほ
か
に
、
「
伯
夷
列
伝
」
・
「
滑
稽
列
伝
」
に
お
い
て
も

同
じ
文
言
が
繰
り
返
さ
れ
る
。
ま
た
、
班
回
は
『
漢
書
』
「
司
馬
遷
伝
」
で
、

「
詩
以
二
達
一
レ
意
」
を
そ
の
ま
ま
継
承
し
て
い
る
。

(
日
)
「
心
所
二
念
慮
一
」
は
『
孟
子
』
「
公
孫
丑
」
の
「
夫
志
、
気
之
帥
也
。
」
の

趨
岐
注
。
「
心
意
所
二
趣
向
一
」
は
『
礼
記
』
「
学
記
」
の
二
年
視
二
離

レ
経
耕
一
レ
志
」
の
鄭
玄
注
。
「
詩
人
志
二
所
レ
欲
之
事
一
」
は
『
孟
子
』
「
万

章
」
上
の
「
不
二
以
レ
辞
害
一
レ
志
」
の
趨
岐
注
。

(
日
)
『
毛
詩
』
大
序
の
踏
襲
だ
が
、
『
文
選
』
序
に
も
同
じ
よ
う
な
記
述
が
見
ら

れ
る
。
「
詩
者
、
蓋
志
之
所
レ
之
也
、
情
動
二
於
中
一
而
形
二
於
言
一
。
『
関

雄
』
『
麟
駈
』
、
正
始
之
道
著
、
『
桑
間
』
『
濃
上
』
、
亡
国
之
音
表
。
」
(
向

日
、
形
、
見
也
。
凡
作
レ
詩
者
、
言
二
其
志
一
也
。
閣
割
引
制
吋
↓
剖
周
ゴ

洲
劃
一
。
〉

(
げ
)
白
楽
天
も
そ
の
詩
論
で
類
似
の
思
想
を
表
明
し
て
い
る
。
「
感
一
一
人
心
一

者
、
莫
レ
先
一
一
乎
情
一
、
莫
レ
始
二
乎
言
一
、
莫
レ
切
-
一
乎
声
二
莫
レ
深
二
於

義
一
。
詩
者
、
根
レ
情
、
苗
レ
言
、
筆
レ
声
、
実
レ
義
O
i
-
-
-
文
章
合
二
為

レ
時
而
著
一
、
歌
詩
合
二
為
レ
事
而
作
一
。
」
(
中
国
古
典
文
学
基
本
叢
書
『
白

居
易
集
』
巻
四
十
五
・
書
序
「
与
元
九
書
」
、
中
華
書
局
、
一
九
七
九
年
、

第
一
版
第
六
刷
、
一
九
九
九
年
)
、
「
大
凡
人
之
感
二
於
事
一
、
別
必
動
二

於
情
一
、
然
後
興
二
於
嵯
嘆
一
、
愛
二
於
吟
詠
一
、
而
形
二
於
歌
詩
一
矢
。
」

(
同
巻
六
十
五
・
策
林
四
・
六
九
「
採
詩
以
補
察
時
政
」
)

(
同
)
憶
良
に
は
「
敬
和
為
熊
凝
過
期
調
歌
六
首
並
序
」
(
巻
五
・
八
八
六
題
詞
)
、

家
持
に
は
「
燈
橘
初
咲
、
窪
公
鳥
線
醐
明
。
対
此
時
候
、
拒
不
楊
調
。
図
作

三
首
短
語
、
以
散
穆
結
之
緒
也
。
」
(
巻
十
七
・
三
九
一
一
題
調
)
、
「
図
作

悲
歌
二
首
、
式
遺
莫
忘
之
調
叫
」
(
巻
十
九
、
四
二
回
八
題
詞
)
と
あ
り
、

い
ず
れ
も
人
生
の
感
慨
や
自
然
の
風
物
に
よ
っ
て
誘
発
さ
れ
た
穆
情
を
述

べ
る
こ
と
を
示
す
。
本
文
は
中
西
進
『
万
葉
集
』
四
(
講
談
社
文
庫
、
一

九
八
三
年
十
月
、
一
九
九
三
年
八
月
第
九
刷
)
に
よ
る
(
以
下
同
)

0

(
m
M
)

藤
原
氏
の
指
摘
に
よ
る
と
、
菅
原
道
真
の
詩
作
に
は
、
「
未
日
一
求
衣
斌
序
」

の
よ
う
な
『
毛
詩
』
大
序
本
来
の
精
神
に
則
っ
た
も
の
が
あ
る
と
は
い
え
、

「
詩
言
志
」
の
原
点
に
立
ち
、
「
実
人
生
裡
の
風
物
や
人
事
に
触
発
さ
れ
た

感
動
を
歌
お
う
と
す
る
」
詩
作
が
多
い
と
い
う
。
(
藤
原
克
巳
『
菅
原
道

真
と
平
安
朝
漢
文
学
』
(
東
京
大
学
出
版
会
、
二

O
O
一
年
)
E
の
2
「文

章
経
国
思
想
か
ら
詩
言
志
へ
」
三
「
「
詩
は
志
を
言
ふ
」
詩
の
原
点

1
1
」
)

(
却
〉
紀
貫
之
は
後
年
『
土
佐
日
記
』
で
、
歌
と
は
「
お
も
し
ろ
し
と
見
る
に
堪

へ
ず
し
て
」
(
正
月
九
日
条
)
、
「
喜
び
に
堪
へ
ず
し
て
」
(
二
月
七
日
条
)
、

「
悲
し
き
に
堪
へ
ず
し
て
」
(
二
月
九
日
、
十
六
日
条
)
詠
ま
れ
る
も
の
で

あ
る
と
、
喜
怒
哀
楽
は
詠
歌
の
契
機
に
な
る
こ
と
を
言
う
。
さ
ら
に
、
阿

部
仲
麻
呂
の
歌
を
唐
人
が
意
外
な
程
に
理
解
し
て
感
動
し
た
と
い
う
こ
と
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を
、
「
唐
土
と
こ
の
固
と
は
、
言
異
な
る
も
の
な
れ
と
、
月
の
か
げ
は
同

じ
こ
と
な
る
べ
け
れ
ば
、
人
の
心
も
同
じ
こ
と
に
や
あ
ら
む
。
」
(
正
月
二

十
日
条
)
と
説
明
す
る
の
も
、
歌
を
詠
む
き
っ
か
け
に
つ
い
て
、
「
唐
土

も
、
こ
こ
も
、
思
ふ
こ
と
に
堪
へ
ぬ
時
の
わ
ざ
と
か
」
(
二
月
九
日
〉
と

断
じ
る
の
も
、
日
本
に
お
け
る
歌
の
形
成
の
仕
組
み
は
中
国
に
お
け
る
詩

と
同
じ
で
あ
る
こ
と
(
共
に
反
映
論
に
基
づ
く
)
を
主
張
す
る
も
の
と
理

解
し
て
も
よ
か
ろ
う
。
ま
た
、
以
上
の
貫
之
の
言
説
は
仮
名
序
冒
頭
の
和

歌
発
生
論
と
ま
っ
す
ぐ
繋
が
っ
て
い
る
も
の
と
菊
地
靖
彦
氏
は
指
摘
し
て

い
る
。
(
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
土
佐
日
記
・
購
蛤
日
記
』
(
小
学
館
、

一
九
九
五
年
、
第
一
版
第
二
刷
、
二

O
O
O年
)
解
説
、
七
三
頁
。
)

本
文
の
引
用
も
同
書
に
よ
る
。

(
幻
)
掲
げ
た
各
注
釈
書
の
訳
文
で
、

3
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
松
田
武
夫
氏

は
「
「
見
る
も
の
、
聞
く
も
の
に
付
け
て
」
は
、
数
多
く
の
「
表
現
素
材
」

を
提
示
し
て
、
「
こ
こ
ろ
」
か
ら
「
う
た
」
へ
の
過
程
を
、
具
体
化
し
た

も
の
で
あ
る
。
」
と
分
析
し
て
い
る
。
(
『
新
釈
古
今
和
歌
集
』
上
、
風
間

書
房
、
一
九
六
八
年
)

(
m
μ
)
陸
機
「
文
賦
」
「
遵
二
四
時
一
以
歎
レ
逝
、
謄
二
万
物
一
而
思
紛
。
悲
二
落
葉

於
劾
秋
一
、
室
一
百
二
柔
傑
於
芳
春
一
。
心
懐
身
以
懐
レ
霜
、
志
砂
々
而
臨
レ
雲
」
、

粛
統
「
答
湘
東
王
求
文
集
及
詩
苑
英
葉
書
」
「
或
日
因
二
春
陽
一
、
具
物
留

麗
、
樹
花
発
、
鷺
鳴
和
、
春
泉
生
、
喧
風
至
、
陶
二
嘉
月
一
而
照
遊
、
籍

一
一
芳
草
一
而
跳
編
。
或
朱
炎
受
レ
謝
、
白
蔵
紀
レ
時
、
玉
露
タ
流
、
金
風
時

一
扇
、
悟
二
秋
士
之
心
一
、
登
高
而
遠
託
。
或
夏
篠
可
レ
結
、
倦
二
一
於
邑
一
而

属
レ
詞
、
冬
雪
千
里
、
観
二
一
紛
雰
一
而
興
レ
詠
」
、
斎
綱
「
答
張
讃
示
集
書
」

「
至
下
如
春
庭
落
レ
景
、
転
レ
意
承
レ
風
、
秋
雨
旦
晴
、
鶴
居
梧
初
下
、
浮
雲

生
レ
野
、
明
月
入
レ
楼
、
時
命
二
親
賓
一
、
乍
動
中
厳
駕
上
。
是
以
沈
ニ
吟
短

翰
一
、
補
二
綴
庸
音
一
、
寓
レ
目
写
レ
心
、
因
レ
事
而
作
」
な
ど
は
、
み
な

自
然
の
風
物
の
変
化
を
人
聞
の
心
を
感
動
さ
せ
る
も
の
と
す
る
類
で
あ

る
。
そ
の
影
響
を
受
け
て
、
『
万
葉
集
』
で
は
、
自
然
観
照
に
よ
る
作
歌

を
示
す
例
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
家
持
「
春
日
遅
キ
鋳
鵡
正

略
。
棲
倒
之
意
非
歌
難
援
也
。
偽
作
此
歌
、
式
展
締
緒
。
」
(
巻
二
十
、
四

二
九
二
左
注
)
、
注
〈
児
)
に
掲
げ
た
巻
十
七
・
三
九
一
一
の
題
詞
な
と
。

(
お
)
仮
名
序
と
『
詩
品
』
序
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
太
田
青
丘
氏
の

指
摘
が
あ
る
(
同
氏
前
掲
書
)
。

(
剖
)
本
稿
の
考
察
は
、
真
名
序
も
貫
之
作
と
す
る
説
(
吉
田
幸
一
氏
、
荻
谷
朴

氏
や
片
桐
洋
一
氏
な
ど
)
や
、
両
序
の
内
容
や
表
現
を
統
一
し
よ
う
と
す

る
事
前
の
打
ち
合
わ
せ
が
あ
っ
た
と
す
る
説
(
寺
田
純
子
氏
〉
に
と
っ
て
、

い
さ
さ
か
の
傍
証
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
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